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1. 体調管理・体調不良の際のアクション

1-1.  毎朝、始業前の健康チェック
1-2.  妊婦の方々へ 厚生労働省資料より
1-3.  体調不良時のアクション
1-4.  発症時(発症疑い含む)の対応

⓪PCR検査、抗原検査、抗体検査について
①職場で発症(疑い)の場合
②自宅で発症(疑い)の場合
③同居者の発症(疑い)の場合
④同居者が自宅待機を指示された場合
⑤PCR検査/抗原検査受検の場合
⑥出社ガイドライン及び勤怠上の取扱い
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感染者、感染疑いのある方の早期発見

健康チェック項目 出社可判断の目安

体温
発熱がないことを確認 朝自宅で検温してください

（できない場合は会社で）

咳 咳が出ていないこと

喉の痛み 喉の痛みがないこと

呼吸不全 呼吸不全（ぜんそく症状など）がないこと

鼻水・鼻づまり 鼻水が出ていない、鼻づまりがないこと

全身倦怠 強い倦怠感がないこと

下痢 下痢症状がないこと

手洗い励行 7つのポイントで手洗いができているか

睡眠 十分に睡眠がとれているか

・ 毎朝、始業前の健康チェックを実施する（土日･休日の朝も実施）

P.3

1-1. 毎朝、始業前の健康チェック(1)



感染者、感染疑いのある方の早期発見

毎朝、朝礼にて健康チェックを実施する。（休日出勤日も実施）
・工場従事部署：工場長に報告する。
・上記以外部署：各部署の管理職が集約し保管する。

チェックシート（イメージ）

1-1. 毎朝、始業前の健康チェック(2)
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・インフルエンザとコロナウイルスの症状はとても似ています
・いずれの症状でも、速やかに医療機関を受診してください

■ インフルエンザと新型コロナウイルスの症状の比較

感染者、感染疑いのある方の早期発見

1-1. 毎朝、始業前の健康チェック(3) 米国ミネソタ公衆衛生局資料より

P.5



1-2. 妊婦の方々へ 厚生労働省資料より
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◼ 体調の悪い方は、出社せず、会社を休んで下さい。
そして、まずはゆっくりと休養して下さい。

◼ 身体の具合が悪い時は、『がんばらない』で仕事を休むという
基本ルールをみなさんが守ることが、感染拡大防止につながります。

◼ 次の症状の方は、帰国者・接触者相談センターHPへ
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html

１）妊婦の方、重症化しやすい方※

→ 発熱している（ご自身の平熱よりも高い状態）
→ 風邪の症状がある

発熱、咳、痰、のどの痛み、鼻水・鼻づまり、呼吸苦･息苦しさ、全身倦怠感、

頭痛、腹痛、下痢、関節痛、筋肉痛、味覚障害、嗅覚障害、嘔気、嘔吐など

２）上記１）以外の方

→ 上記に加え「息苦しさ」「強いだるさ」「高熱」等の強い症状がある

1-3. 体調不良時のアクション

※高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患等の基礎疾患がある方や
透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方
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https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html


◼ フローチャートに沿って指示、実行してください
①職場で発症（疑い）の場合
②自宅で発症（疑い）の場合
③同居者の発症（疑い）の場合
④PCR検査/抗原検査受検の場合
⑤出社ガイド及び勤怠上の取り扱い

◼新型コロナウイルス感染兼出社報告書
・本報告書は感染(疑い)報告と出社報告を兼ねています。

・PCR検査/抗原検査の受検が判明した時点で「表紙」と「行動記録」

を提出してください。

・PCR検査/抗原検査が陽性判定時は3シート目以降を記載願います。

◼ 本人や接触者等に配慮し個人情報の取扱いに注意する
・個人が特定できるようなメール等の展開や記載はしない（氏名など）
・感染兼出社報告書には必ずパスワードをかける

1-4. 発症時(発症疑い含む)の対応
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◼ 現在、コロナウイルスの検査は３種類あります。

◼ 本人は自分の受けた検査の種類を医師に正しく確認してください。

◼ 職場(上司)は下表を正しく理解した上で報告書を提出してください。

1-4. ⓪PCR検査、抗原検査、抗体検査について

P.9

検査種類 PCR検査 抗原検査 抗体検査

検査目的
現在、コロナウイル
スに感染しているか

どうかの検査
←

過去にコロナウイル
スに感染したかどう

かの調査

特徴
精度は高いが
時間がかかる

時間は短いが
陰性精度は低い

現在感染している
かどうかわからない

判定まで 約4時間～数日 約30分～数日 約15分

感染兼出社報告
書の人事提出

必要 必要 不要



1-4. ①職場で発症(疑い)の場合
本人

発熱や風邪の症状がある
（発熱、咳、痰、のどの痛み、鼻水・鼻づまり、呼吸苦･息苦しさ、全身倦怠感、頭痛、

腹痛、下痢、関節痛、筋肉痛、味覚障害、嗅覚障害、嘔気、嘔吐などの諸症状）

マスクを着用し上司に体調不良を報告

自宅療養、検温

職場（上司）

即時帰宅、自宅療養を指示

受診結果を上司に報告
PCR検査/抗原検査受検時は

「感染兼出社報告書」提出

帰国者・接触者相談センターHPに相談

上司に報告

療養

医療機関で
出社可の診断

上司に治癒報告
（電話等）

「感染兼出社報告書」提出

出社

解熱日を０日として
５日間平熱が続いたら
６日目から出社

出社

指定医療機関を受診

「感染兼出社報告書」提出

職場の健康再チェック

重症化しやすい方※、妊婦の方
「息苦しさ」「強いだるさ」「高熱」

等の強い症状がある方

右記以外の
軽い症状の方

※ 高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患等の基礎疾患がある方や
透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方

右記の症状が
出た場合

P.10

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html


1-4. ②自宅で発症(疑い)の場合

本人

自宅療養、検温

受診結果を上司に報告

職場（上司）

PCR検査/抗原検査受検時は

「感染兼出社報告書」提出

自宅療養を指示

帰国者・接触者相談センターHPに相談

上司に報告

療養

医療機関で
出社可の診断

上司に治癒報告
（電話等）

「感染兼出社報告書」提出

出社

解熱日を０日として
５日間平熱が続いたら
６日目から出社

出社

指定医療機関を受診

「感染兼出社報告書」提出

職場の健康再チェック

出社せずに上司に体調不良を報告

重症化しやすい方※、妊婦の方
「息苦しさ」「強いだるさ」「高熱」

等の強い症状がある方

右記以外の
軽い症状の方

※高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患等の基礎疾患がある方や
透析を受けている方、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方
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右記の症状が
出た場合

発熱や風邪の症状がある
（発熱、咳、痰、のどの痛み、鼻水・鼻づまり、呼吸苦･息苦しさ、全身倦怠感、頭痛、

腹痛、下痢、関節痛、筋肉痛、味覚障害、嗅覚障害、嘔気、嘔吐などの諸症状）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html


1-4. ③同居者の発症(疑い)の場合

同居者

上司に状況を報告

自宅療養、検温

職場（上司）

同居者がPCR検査/抗原検査受検時は
「感染兼出社報告書」提出

帰国者・接触者相談センターHPに相談

上司に状況報告
（電話等）

「感染兼出社報告書」提出

出社

本人

「感染兼出社報告書」提出

医療機関を受診

医師の指示に従い療養

医療機関で
治癒の診断

同居者の受診結果及び
本人の健康状況を上司に報告

自宅待機又は在宅勤務

重症化しやすい方※、妊婦の方
「息苦しさ」「強いだるさ」「高熱」

等の強い症状がある方

右記以外の
軽い症状の方

※   高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患等の
基礎疾患がある方や透析を受けている方、
免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方
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右記の症状が
出た場合

発熱や風邪の症状がある
（発熱、咳、痰、のどの痛み、鼻水・鼻づまり、呼吸苦･

息苦しさ、全身倦怠感、頭痛、腹痛、下痢、関節痛、

筋肉痛、味覚障害、嗅覚障害、嘔気、嘔吐などの諸症状）

Ｂ

ＡのみＡ

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/covid19-kikokusyasessyokusya.html


1-4. ④同居者が自宅待機を指示された場合

同居者

・上司に状況を報告
・出社可*（自宅待機不要）

本人

P.13

・発熱や風邪の症状がない

・PCR/抗原検査の受検指示がない
例：学校で陽性者が出たため、子供に帰宅指示が出た。

子供に症状はなく、検査受検の指示もない。

*子供の面倒見のために出社出来ない場合は、
学校休業時と同じ扱いとする。

自宅待機中に以下の状況変化があった場合

・風邪や発熱の症状が出た

・医療機関等よりPCR/抗原検査の受検指示が出た

・上司に状況を報告
・速やかに帰宅し
在宅勤務 or 自宅待機

２-4. ③同居者の発症(疑い)の場合のフロー P14へ



1-4. ⑤PCR検査/抗原検査受検の場合

PCR検査/抗原検査要を
職場に報告

職場（上司）

出社

本人

「感染兼出社報告書」提出

人事

PCR検査 or 抗原検査 受検

出社日を上司に相談
・主治医の診断や意見を伝える

対策本部

対策本部の立上げ

本人の行動記録表を関係者と共有

職場の二次感染予防実施
・人事へ一報

・業務停止要否判断

・職場の消毒指示

・接触者※の抽出と自宅待機指示

・感染兼出社報告書(行動記録含)作成

（約2週間遡り調査）

・感染兼出社報告書(行動記録含)を

提出

職場の対応確認

保健所と情報を共有する

保健所の指示を受ける

保健所の指示に従い対応保健所の指示に従い対応

検査結果を提出

PCR検査/抗原検査が陽性の場合

行動記録を
職場に報告

出社日の判断
・次頁の出社ガイドラインによる

報告

P.14

医療機関の指示に従う
参考：外出禁止や感染防止など

出社日判断
本人や自宅待機者の

健康チェックフォロー継続

陽性

陰性

※接触者とは
・2m以内で5分以上接触した方
・換気のされていない空間に30分以上
一緒にいた方（距離やマスク有無は関係なし）



本人 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

検査
受検し
なかっ
た方
＆

PCR・
抗原
検査
陰性

年公 年公 年公 休 休 公在 公在

出勤
可

休 休

年公 年公 休 休 公在 公在 公在

出勤
可

休 休

年公 休 休 公在 公在 公在 公在

出勤
可

休 休

休 休 年公 公在 公在 公在 公在
休 休

出勤
可

休 年公 年公 公在 公在 公在 休
休

出勤
可

年公 年公 年公 公在 公在 休 休

出勤
可

年公 年公 年公 公在 休 休 公在
出勤
可

PCR・
抗原
検査
陰性

判定
当日

公在
出社可否は、医師や保健所に確認すること

1-4. ⑥出社ガイドライン及び勤怠上の取扱い

凡例 症状あり（発熱等）

症状なし（平熱等）

症状治まる（服薬せず解熱等）

凡例
年公：年休又は

公休（無給）*
*出勤率を補償しますので

安心して休んでください

公在：公休（有給）又は
在宅勤務

P.15



3. 感染予防のための注意事項～勤務上の注意

3-1.  勤務形態
3-2.  食堂
3-3.  通勤
3-4.  会議
3-5.  イベント
3-6.  出張
3-7.  懇親会等
3-5’.  イベント補足 人事教育 感染予防ガイドライン

3-7’. 懇親会等補足
3-8.  来訪者の対応
3-9.  在宅勤務の進め方～目安
3-10-1.  自宅宅待機における心構え
3-10-2.  在宅勤務における注意事項
3-11. ３密を避ける P.16



1 勤務
形態

・「感染予防のための注意事項」に従い、ソーシャルディスタンス(社会的
距離)を維持するなど、安全・健康対策を徹底する

・事業継続の為、出社が必要な従業員を最小限に絞り込む

・在宅勤務の活用促進
✓ 利用上限時間を一時的に撤廃（当面の間）
✓ 在宅勤務の進め方～ガイドによる実施

✓ 対象者拡大（派遣社員対象）

✓ 執務室や休憩所の換気徹底（30分毎または常時）
・・・詳細はP.42の「5-6.こまめな換気」を守る事

・執務室や休憩所にパーテーション設置
・朝礼は３密を回避する
・工場内の移動は必要最小限※にする

※ 自分の持ち場や食堂、トイレ、ロッカー、休憩所等

・使用済マスクや鼻水・痰などを拭いたティッシュの分別廃棄
✓ 各自でビニール袋に入れて、口を縛り、作業後は手を洗う

２ 食堂 ・着座時近隣の距離確保やパーテーション設置
✓ 食事の時は極力会話はしない
✓ 会話する時はパーテーション越しとする
✓ 左右で会話をする時は、マスクを着用する

・食堂の利用時間分散
✓ 割り当てられた昼休み時間帯を守る

3. 感染予防のための注意事項～勤務上の注意(1)

P.17

×

×

パーテーション仕様ガイド
高さ：テーブルから600mm以上
位置：対面に加え、左右にも必要



3 通勤 ・通勤混雑回避(フレックスや時差勤務の活用)
✓ 時差勤務は、本人申し出により上司承認が必要

・公共交通機関の通勤者は通勤時にマスクを着用
✓ 必要な方には各職場で優先的にマスクを配布（週に1枚程度）
✓ マスクが各職場で不足した場合は各職場窓口*に連絡してください

・車通勤者は駐車場から出入門の区間もマスク着用
・車や徒歩の通勤者は作業着での通勤を推奨
✓ 更衣室の密集を避けるため

４ 会議 ・30人以上の会議は中止または延期もしくは分割開催（クラスター感染回避）

・TV会議やSkype会議の利用を推奨（やむを得ず開催or参加時は以下を遵守）

✓ 会議室の利用人数を定員50%制限に徹底

✓ 手洗い、咳エチケット

✓ 消毒の徹底 使用後都度

✓ ソーシャルディスタンスの確保（目安2m）

✓ 時間短縮（目安30分以内）

✓ 部屋の換気、出入り口や窓の開放の徹底（30分毎または常時）
・・・詳細はP.42の「5-6.こまめな換気」を守る事

・参加者に時差出勤者がいる場合、10時以前及び16時以降の

・会議設定は原則禁止（必要な会議は除く）

3. 感染予防のための注意事項～勤務上の注意(2)

P.18



5 イベント ・不要不急のイベントは自粛 例）セミナー、集会、講演会、勉強会、等

・必要なイベントはP.22の「3-5’. イベント補足」を守る事

6 出張 ・全ての不要不急の出張は禁止（海外、国内共）

・やむを得ない場合は管理職判断

・海外出張（駐在含む）

✓ 外務省HPや出張先の国や拠点の受入れ状況を確認

✓ 部門担当役員及び社長の承認が必要

・帰国者は帰国後14日間自宅待機（在宅勤務又は公休(有給)）

7 懇親会等 原則自粛する

・P.23の「3-7’. 懇親会等補足」を守る事

3. 感染予防のための注意事項～勤務上の注意(3)

P.19



全社研修（人事主催）感染予防ガイドライン

イベント実施の際は、全社研修と同様に下記ガイドラインに沿った運営をお願いします。

３密防止 ウイルスを
持ち込まない

熱中症への対策
※夏季期間のみ密閉

（換気・消毒）
密集
（SD）

密接
（飛沫防止）

・可能な限り
常時換気

（最低5分/時間）

・間接部署同等の
定期的な消毒
（AM/PM実施）

・会場キャパ
（50％以下）

・1会場最大
30名未満

・席間隔
2m推奨

（最低1ｍ）

・常時マスク
の着用

・健康チェック
シート記入・提出

・入場前手洗い

・入場時の検温

・消毒液設置
（出入都度）

・エアコンの設定
（安全環境部基準
「休憩所」相当）

・水分補給
時間の設定

（換気同等）

【グループワーク時の配慮】
・紙資料等複数準備ができるものは、メンバーでの
共有禁止（人数分用意し、書記を決める等）

・1つの資材を共有する教育は、開始前に全員で機材を
消毒してから使用、もしくは手袋を着用

・受講者・講師とも配席を考慮し、正対は極力避ける

【意識向上】
・策定したガイドを各会場に掲示し、受講者
の理解を促す（受講案内にも添付）

P.20

3-5’. イベント補足



クラスター発生を防ぐために、感染リスクが高まる「５つの場面」が整理されています。
・飲食を伴う職場イベントや懇親会は、今後も自粛を継続します。
・個人の生活においても、下記に注意して下さい。

3-7’. 懇親会等補足 内閣官房 対策推進室資料より

P.21



① 過去2週間以内に海外に渡航したことがありますか？
② 過去2週間以内に海外から戻ってきた人や、

2週間以内に発病した人と接触したことがありますか？
③ 現時点、熱がありますか？（平熱よりあきらかに高いなど）

（守衛所の体温計で測定させて頂くことがあります。）
④ 過去2週間以内に発熱や風邪で「息苦しさ」「強いだるさ」「高熱」等の

強い症状がありますか？
⑤ 過去2週間以内にPCR検査/抗原検査やその指示を受けましたか？

１．受付での確認

✓ ①~⑤いずれかに該当する場合は、来社をお断りさせて頂くこと。
✓ 来社された際にも、体調がすぐれない場合は、打ち合わせを

キャンセルさせて頂くこと。

２．委託業者や協力会社、週末・連休工事業者などへの対応について
✓ 来訪者と同じ確認（①～⑤）をすること。
✓ 毎日の健康チェックと記録を行い、発熱や風邪の症状がある場合帰宅させる。
✓ PCR検査/抗原検査を受ける、または検査結果を待っている場合は

入場せず即自宅待機頂き、作業中止し所管部署の指示を受けること。

3-8. 来訪者の対応
接触感染の予防

P.22



シ
ー
ン

メール
Skype

会議・打合せ
グループ会議
業務フォロー
検討会・面談

コミニュケーション 事務
処理

検討
作業

電話通話
電話確認

出社しないと
できない作業
書面・ハンコ・押印
・専用端末など

現場確認
立ち合い

方
法

在宅 在宅
Skype会議

在宅
繋がるようしておく
・Skypeでチャット
・メールで連絡
・電話で会話

在宅 在宅
Skype通話

出社
・公共交通機関は避ける
・やむなくは時差や
フレックス

出社
・公共交通機関は避ける
・やむなくは時差や
フレックス

3-9. 在宅勤務の進め方～目安

1.在宅を基本とし、会社でしか出来ない業務を特定する。

2.その業務をどうしたら在宅できるかを考える。(必要性・先送りも考慮、割り切る）

3.どうしても会社でしか出来ない場合、人と人との接触を減らす事を考える。

例)時間帯をずらす(ｼﾌﾄ制)、人と接触しない場所での業務、社内で移動しない、出勤者に業務を寄せる 等

目的：社内での人と人との接触を減らす

【例】

事業継続の為、出社が必要な業務を最小限に絞り込み、それ以外は在宅勤務【考え方】

P.23

【参考】

【目安】

間接部門

出社率 部門毎50%以下



3-10-1. 自宅待機における心構え

• 自宅待機時は、基本的に自宅にいること

◼ 自宅待機は、休暇ではなく業務です

◼ 「感染しない・させない」ことが目的です

◼ 不要不急の外出はしないでください

◼ 毎日、健康チェック結果を上司に報告してください

◼ 出社可否は上司の指示を仰いでください

P.24



3-10-2. 在宅勤務における注意事項

• 在宅勤務中も周囲の安全や健康に注意してください

◼ 室温、照明の明るさなど適切な作業環境を確保

◼ 作業姿勢に注意（背筋を伸ばし、PC画面から40cm確保など）

◼ ストレス低減、適度な運動など生活習慣に留意

◼ 必要に応じて、健康推進グループに相談してください

P.25



3-11. ３密を避ける 厚労省資料より

P.26



4. 感染予防のための注意事項～日常の注意

4-1. 規則正しい生活習慣
4-2.    手洗い・咳エチケット
4-3.    マスク着用ルール
4-4.    ハンドドライヤーの禁止ほか
4-5.    消毒
4-6.    こまめな喚起
4-7.    感染予防の取り組み実施記録と

職場診断シート
4-8.    人との接触を8割減らす10のポイント
4-9.    「新しい生活様式」の実践例

P.27



感染症予と、感染拡大のための重点取組み

まずは、健康な身体を保つために

規則正しい生活習慣（睡眠、食事、運動）を
心がけましょう。

・細菌やウィルスに対する抵抗力（免疫力）は、睡眠中に維持・強化されています。
・また、栄養バランスのとれた食事や適度な運動も、免疫力を高めると言われています。
・免疫力を強化するためにも、しっかりとした睡眠や食事、運動を心がけましょう。

4-1. 規則正しい生活習慣

P.28



・職場のマスクは在庫に限りがありますので、 大切に使用してください。

4-2. 手洗い・咳エチケット(1) 厚生労働省資料より

P.29



感染予防対策の徹底実施

・工場は、7つのポイントで手洗いを確実に実施する。
・手洗いの実施チェックを声かけ管理する。

通勤 職場（工場） 通勤 自宅自宅

1 2 3 4 5 6 7

更
衣
室
を
出
て
、

詰
所
に
入
る
前

休
憩
の
前

昼
休
み
の
前

食
堂
か
ら
戻
っ
た
ら

休
憩
の
前

業
務
終
了
後
、

詰
所
に
入
る
前

帰
宅
し
て
す
ぐ
に

接触感染の予防

特に食事前の手洗いは入念に！

4-2. 手洗い (2) 直接部門
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4-3. マスク着用ルール

10月1日より、工場の生産ラインで働く人に不織布マスクを

稼動１日あたり１人１枚を基本として渡します。（旧：1人週２枚）

人にうつさない・うつされないを

徹底するため、

社内および出退勤時、出張*時は

マスクの着用を必須とする。

感染予防対策の徹底実施
接触感染の予防

P.31

就業時間中の着用マスクは、認められた代替マスク
(布マスク、ネックゲーターなど)も可とします。
コロナ感染拡大防止のため、工場内マスク着用100%をお願いします。

直接/間接部門

直接部門



ドライヤーの風による
ウイルス飛散防止のため
ハンドドライヤーの使用を
当面禁止します

ハンドドライヤー使用禁止

感染予防対策の徹底実施

4-4. ハンドドライヤー使用禁止ほか

トイレットペーパー三角折り禁止
✓ ペーパーにウイルスを付着させないため

接触感染の予防

トイレはフタをしめて流す
✓ウイルス飛散防止のため

P.32



感染予防対策の徹底実施

共有エリアの消毒を行う
社内は、どうしても多くの方が共用されるものが多くあります。

感染者が、くしゃみや咳を手で押さえた後など、その手で周りの物に触れるとウイルスが
付きます。他者がその物を触るとウイルスが手に付着し、その手で口や鼻を触って、粘膜から
感染します。共有部分を消毒することは、感染予防として有効です。

4-5. 消毒(1) 接触感染の予防
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各職場に配備済です
拭き取り用のペーパータオルと一緒に
活用してください。

次亜塩素酸水（弱酸性）

感染予防対策の徹底実施

消毒液

次亜塩素酸水
スプレーボトル

ペーパータオル

4-5. 消毒(2) 接触感染の予防

P.34

直射日光に当たると消毒効果が減少しますので、
置き場所に注意してください



感染予防対策の徹底実施

休憩所の消毒は、６回実施する
接触感染の予防

通勤 職場（工場） 通勤

ドアノブ、スイッチ、
エレベーターボタン

机・椅子（持手）
長椅子・ごみ箱 など

冷蔵庫、ポット、電子レン
ジ など

プロジェクター、共用PC
電話、ケーブルなど

生産設備、共用工具など
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午
後
の
始
業
時

朝
の
始
業
時

折
角
手
を
洗
っ
て
も
、
共
有
エ
リ
ア
が…

と
な
ら
な
い
様
に
。

特
に
ド
ア
ノ
ブ
は
、
組
員
で
は
な
い
人
も
触
る
の
で
、
マ
メ

に
実
施
し
ま
し
ょ
う
！

4-5. 消毒(3) 直接部門

消毒できない共用品使用時は、手袋着用する（素手禁止）
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感染予防対策の徹底実施

執務室の共有エリアは2回、会議室は2回及び使用後に都度消毒する

接触感染の予防

通勤 職場（執務室、会議室） 通勤

ドアノブ、スイッチ
エレベーターボタンなど

共有の机・椅子(持手）
長椅子、ごみ箱など

プロジェクター、共用PC
電話、ケーブルなど

給湯器、電気ポット、
冷蔵庫など

●

●

●

●

●

●

●

●

午
後
の
始
業
時

朝
の
始
業
時

折
角
手
を
洗
っ
て
も
、
共
有
エ
リ
ア
が…

と
な
ら
な
い
様
に
。

特
に
ド
ア
ノ
ブ
は
、
不
特
定
多
数
の
人
が
触
る
の
で
、
マ
メ

に
実
施
し
ま
し
ょ
う
！

4-5. 消毒(4)
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間接部門



感染症予防、感染拡大のための重点取組み

感染予防対策の徹底実施：ウイルスが漂う密閉空間にしないため

執務室や休憩所、会議室の換気を徹底しましょう！
✓ 30分に1回以上、空気を入れ替える

✓ 空気の入替時間は5分が目安

✓ 空気の流れをつくるため、2方向の窓を開放する

✓ 窓が1つまたは無い場合は、出入口ドアを開ける
・秘匿性の高い会議は、窓が２つ以上ある会議室を利用

✓ 部屋の換気装置(換気扇含む)は24時間稼働させる
・週末/長期休暇中は停止可
・休暇明けの利用前には十分な換気を行う事。

4-6. こまめな換気

P.37

【参考:他社事例】 会議室の換気が不十分だったため、マスクを着用していても
保健所から濃厚接触者に指定され、全員自宅待機＆PCR受検となった事例
・30分換気していない会議室で、発症者の１ｍ以内の両隣に座っていた方
・90分換気していない会議室で、発症者と同じ部屋にいた方



職場の取り組みがしっかりできているかチェックし部署で保管してください

◼ 感染予防取り組み実施記録（毎日毎回実施）

休憩所：消毒・換気・手洗いの状況

会議室：消毒・換気

執務室：消毒・換気

◼ 職場診断シート（月1回実施）

職場予防のレベルを診断してください

4-7. 感染予防の実施記録・診断
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4-8. 人との接触を8割減らす10のポイント 厚生労働省資料より
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4-9. 「新しい生活様式」の実践例 1/2 厚生労働省資料より
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4-9. 「新しい生活様式」の実践例 2/2 厚生労働省資料より

P.41


